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Abstract

　　Arandom　access　type　vic】eo　tape　recorder　was　designed　to　file　for　medical　image　informa－

tions．　Large　scale　filing　and　high　speed　retrieving　of　tlle　image　are　especially　important　in

hospitals　since　efficiency　of　clin｛cal　routine　works　must　be　maximized．　Filing　method　and　control

of　the　video　tape　recorder　which　may　be　implemented　with　short　video　tape　and　fast　retrieving

times　were　described．

　　Digital　aCldressing　for　the　random　access　movement　of　the　video　tape　recorder　is　written

by　a　controller　on　the　audio－tracks　of　the　tape，　Ten　thousand　pictures　could　be　filed　with　60

feets　tape　and　maximum　retrieving　time　was　15　seconds．

Key　words：医用画像ファイル（file　Qf　medical　pictures）

　　　　　　放射線像（radiologic　images）

　　　　　　VTR（video　tape　recorder）

　　　　　　高密度ファイル（large　scale　filin9）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シュが用いられているが，現在X線写真のファイルに

　　　　　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　　主眼がおかれ，統一的なファイルを行う段階には至っ

　X線・RI検査を始めとして，病院内で取扱う画像　　　ていない。一般的に高密度な検索装鷺の開発も進んで

の件数は増加の一途をたどり，これ等のデータにっい　　　いないのが現状である。

て，保管のスペース，管理，検索方法が大きな問題と　　　　画像のファイルを高密度で，高精度で実行する・そ

なっている。特にX線写真，シソチグラム等はファイ　　　のうえ高速検索を可能とするシステムの開発を行う。

ルに大ぎな空間を必要とし，病院内における保管面積　　　そしてこのシステムを病院内の集中的な画像と文書

の占める割合は順次増大する。このような問題に対す　　　（以下画像という）のファイルと検索・解析のサプシス

る方策として，一部ではマイクロフィルム又はフイッ　　　テムに応用するための一つの方法として，VTRを用
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いたファイルについての試みを行ったので報告する。　　　きるようにした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画像のRA型VTRへの書き込みについては，上

　　　1方法および装置　　　　　　　記の1～3の方法いずれも問題がないが，特に1と2

　画像ファイルは高密度で行う必要があり，またその　　　の画像再生の際には，VTRから読み出された像を一

ファイル可能な画像の領域を動態像までとするため，　　　時的に表示用バッファメモリに蓄えないと，引続

VTRをベースとしたファイルを考えた5＞。これまで　　　き像の表示を行うことが難しくなる。このための一つ

のVTRは，テープのアドレスは機械式のカウソタに　　　の方法として，アナPグメモリを用いることを考え

よって行われ，ファイルされる個々の像の指定は困難　　　た1）。このメモリは，一種の蓄積管であり，その分解

であった。この問題を解決するため，通常の1インチ　　　能は，700TV　Iineに達する。この方法により，　VTR

巾テープに記録されている2チャソネルの音声トラッ　　　から送出された画豫は，メモリ内に記億され，少くと

クを利用して，これに図1の如くディジタルアドレス　　　も20分間観察が可能である。アナログメモリからの像

を記録し，このアドレスと，各画像を記録するビデオ　　　の送出は，ビデオ信号によって行われるので，同軸ケ

トラックとが1：1で対応できるようにした。テープ　　　ーブルによって容易にリモ・“一一ト転送を行うことができ

の上下にアドレスを付加したのは，0～9999頁を上位　　　る。たs’，蓄積管のためshadingを有するので，こ

桁，下位桁に分け，各々0～99までを分割して管理す　　　の補正を行う必要があった。

ることにより，個々の頁の検索を容易とするためであ　　　つぎにこの装置に対して入力可能な画像の種類であ

る。すなわちコソトP・・一ラに指定した4桁のアドレス　　　るが，CCTVカメラ（内視鏡，顕微鏡等），　X線TV，

のうち，まず上位ブロックを識別し，つぎに0～99ま　　　シンチカメラ，超音波信号（アナログメモリ付）等か

での下位ブロックを読み出す方法をとった。この方法　　　らの画像は直接ファイルが可能である。但しカラー像

によって，コンピュータによるテープの制御が実行さ　　　は現時点では取扱うことができない。分解能は主とし

れる。テー一プを最初から順次サーチすることは不要　　　てVTRによって制限を受け，現在350　TV　lineが

となり，任意のテープの位置から，指定されたアドレ　　　限界であった。また濃度階調は，テスト信号では10段

スに薩接書き込み，再生のできるいわゆるラソダムア　　　階以上識別できた。

クセス動作が可能となった。最大の検索時間は15秒　　　　図2にファイル装置の系統図を示した。画像は，直

で，これは在来法による数分と比較して大巾な時間短　　　接，叉はシンチヵメラ信号等では，アナPグメモリを

縮を行ったことになる。　　　　　　　　　　　　　　介してVTRにファイルされる。必要により，画像の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名称や番号，日付等を画像と共にファイルするteめ，

　　　BLOCK　SIGNAL（12　Bl丁S）　　BLOCK丁RACK2　丈字，ア・レフ。べ。ト等をビデオ信号の形で発生する

ことのできる，文字信号発生器の信号と画像とを重ね

合わせてファイルすることが可能である。ビデオモニ

VIDEO　TRACK　　　　　　　　　　　　　　ター上の像は，ビデオハードコピープリソタ（テクト

ロニクス4602）によりプリントされるが，プリントに

　　　　　　　　一一→　　　　　　　　　　　　　　関してのこれまでの実験では，階調の表現が充分でな
BLOCK　TRACK　l @　TA　P［　　　CONTROL　TRACK　　　く，丈書等のプリントを除き充分な結果を得られな

　　Fig・　1　Rec・・di・g　f・・mats°n　the　vide°　　かつた。

　　　　　　tape　for　random　access　filin9・

ラソダムアクセス型VTR（RA型VTR）へのフ。　　　1結　果

イルについては，3つの方法で記録・再生を可能とし　　　　RA型VTRにファイルされ・これをアナP’グメモリ

た。すなわちその1は，1枚1枚の画像を個別ファイ　　　に書き込んだ上でビデオモニターに表示した例を示す

ルすること，その2は，数枚の画像を指定した時間々　　　　図3は，階調のテストを行うために・階段波発生器

隔でファイルすること，そしてその3は，多数の連続　　　からの信号をファイルした例で，12段階の階調の識別

した画像を通常のVTRと同様にファイルすることで　　　が可能であった（図3）。

ある。方法の選択や，頁の指定，時間々隔op指定等　　　　図4は，文献検索用カードのファイル例である。こ

は，直接的に手で，またはコンピュータにより制御で　　　こには，ハードコピー“一一化したものを示したが，この程
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Fig．2　　　　Block　diagram　of　the　video　filing　system．　　　　　　　　00MP口TER

ORIGINAL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　FILED

Fig．3　　　　Areproducibility　of　the　gray　scale　of　filed　image．

度の文字数であれば，ハードコピーされたものでも読　　　　を，CCTVカメラを介してVTRにファイルした例

み取りができる。ハードコピーに要する時間は1枚22　　　であり，直接法に比較して，階調の示現度は低下して

秒である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。

　図5は，シンチカメラからのパルス信号を直接アナ　　　　RA型VTRとアナログメモリ，　CCTVカメラを

ログメモリに蓄積しVTRにファイルした肺シンチグ　　　用いて，2っの画像の重ね合わせを行うことができ

ラム（99mTc－MAA）である。直接法のため白一黒の　　　る。図7にX線写真とRIシンチグラム（データ処理

反転像となることを除けば，フィルムに近い階調が表　　　後）を用いて行った例を示した。VTRにRI像をフ

現された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アイルし，これをアナログメモリに読み出す。CCTV

　図6は，一旦フィルムに記録されたシンチグラム　　　カメラからX線像を入力する。2つの像を単に加算す
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Fig．4　　 Adocurnent　file　with　reference　carCl．

Fig．5　Afiled　image　；lung　scintigram　with　99mTc－

　　MAA　by　an　on－line　from　the　scintillation　calnera．

ると，干渉により像の観察が行われ難くなるので，　　　すい。

X線像はカラーモニター輝度軸に入れ，RI像はカラ　　　　図8は，　X線写真ファイル例である。原画は直接X

一軸に入力するど両者の干渉が少い表示が可能と　　　線写真のため部分的にファイルを行ったものである。

なる。2っの像の解剖学的な一致と，幾何学的な拡大　　　　図9は，X線TVから送られた数フレーノ、の像を

等の補正は，アナログメモリのjoystick機能と，電　　　連続記録し，その内1枚を再生したものであり，動態

子ズーム機能によρて行なうことがでぎる。図7は　　　像を1枚1枚再生することが可能であった。但し1フ

99皿Tc－DTPAの動態像をデータ処理した結果とX線　　　レームの像では，　S／N比が悪いために，アナログメ

単純写真を合成したものX例を示す。RIシンチグラ　　　モリ上で数フレーム加算した上でファイルすると比較

ムのみのものと比較して，解剖学的位置関係が判りや　　　的良い結果が得られた2）。
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Fig．6　A　filed　image　；1iver　scintigram　w三th　198Au－colloid

　　by　an　off－line　through　a　CCTV　camera．

Fig．7　A　superimposed　display　；　two　different

　　radiologic　images　by　using　an　analog　memory

　　and　a　CCTV　camera．

　図10は，CT像のファイルの例を示した。　CT嫁で　　　能的にはVTRファイルが可能である。　CT像の表示

表示される像のサイズは通常，頭部で縦160x横160，　　　は，通常ビデオベースで行われるため，直接的なファ

躯幹部でも縦320x横320のサイズが多いため，分解　　　イルも可能であるが，図10　aは，　CT像がファイルさ
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舞肇馨一
k9　　　、　　　曽灘P

一訓蔭一

毒　、毒．

Fig．8　　Partial　life－size　roentgenogram　（IVP）・

Fig　g．　X－ray　TV　image　with　an　esophagus．

れたコンピュータ磁気テープをオフラインでデータ処　　　工nterest）のカーソル表示を行ったものを示した。

理し，アナログメモリにファイルしたもので，4枚の

CT像を多重表示している。上段の2枚は造影前，下　　　　　　皿　考　　察

段の2枚は造影後のものである。図10bは図10　aの　　　　VTRを画像・文書のファイルに利用する試みは，

左下の像の眼窩部分の電子拡大とROI（Region　of　　　Video　file（Ampex）として知られ，指紋等のファイ
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臼

b

　　Fig．10　　　　CT　image　filing：

a．Amulti－format　image　with　4　slices．

b．An　electrical　zooming　image　with　one　of　Fig．10　a．

ルに用いられている。この装置は，分解能が良く，X　　　一般的には，マイクロフィルム或はマイクロフイッシ

線写真ファイルへの可能性もあるといわれる3）が，　　　　ユが，一部病院で用いられている，しかし分解能はよ

200万ドル程度の由であり実用的ではない。現在は，　　　いが階調の再現性が充分でなく，その撮影（複写），
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現像，編集等にも問題がある。またファイル枚数が検　　　報の総合ファイルに用いることが可能となる5）。医用

索装置の関係であまり増加できない。　　　　　　　　　　画像情報の迅速な検索により，診療能率の向上に役立

　RA型VTRによるシステムは，シンチカメラ，　X　　つものと考えられる。

線，TV，顕微鏡TVとのオソライン・や，文書のCC
TVカメラを介してのオフラインのデータ入力が可能　　・　　　　　おわりに

なこと，高密度であること，データ処理が容易なこと　　　　医用画像情報の総合ファイルのためのVTRを用い

等多くの利点があり，またビデオを用いているため，　　　たファイル装置の検討を行った。この方法により，直

画像の広域蒐集，遠隔転送が可能である。この装置　　　接X線写真のファイルを除いたR工像，X線テレビ

に、100m離れて端末を置き，像の表示とファイル制　　　像，文書等の諸種の画像の高密度ファイルに応用でき

御を積極的に試みているの。　　　　　　　　　　　　　　る可能性が知られた、

　一方，VTRをファイルに用いる際の大きな問題点

は，主としてVTRの周波数特性のため，現時点では　　　　　本研究の一部を，厚生省がん研究助成金によっ

ファイル可能な画像の種類が制限されることである。　　　　たことを記す。

現在は走査線数を標準方式としているため，この点か

らも制限を受け，i簸x線写真のフ。イ，レは難しいと　　　　文　献

考えられる。部分拡大，照準用としてであれば別に問　　　　1）滝沢正臣，小林敏雄，中西丈子，鈴木茂雄，宮林

題はなかった。これを解決するためには，走査線数の　　　　　宏保，矢野今朝人：儒号変換蓄積管を用いたRI

増加が必要と思われるが，装置コストは走査線数2倍　　　　　像の収録と表示．Radioisotopes　24：161－165，

に対し，4～10倍となることが予想され，また一般の　　　　　1975

TVシステム等との接続が難しくなる問題点がある。　　　2）滝沢正臣：放射線像のハイブリッド処理．画懲エ

　今一つの欠点は，画縁信号をアナPグ的に取扱うた　　　　　学カソファラソス論丈集，37－40，1974

めに，書き込みや再生，転送等の際にノイズの影響を　　　　3）Preston　Jr，　K．，　and　OnQe，珂，；　Digital　proges一

受けやすく，像が劣化する欠点である。実験の際にも　　　　sing　of　bi。medical　images，　pp・223－226，

ドロップアウト等によって画像中にノイズの混入が観　　　　　Plenum　Press，1976　New　York　　、，．、f「

察された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）春日敏夫，坂本良雄，申西交子．小林鱒雄3瞳nt一

　このような問題点はいくつか有るが，RI像等多く　　　　　computer　systemにおけるremote　ter！垣pal　Iと

の像のファイルの可能性を持ち，また最近急激に増加　　　　scheduling処理の検討　日本医放会誌，，35・：

しつxあるCT像等も，ファイルが比較的容易　　　　1109－1115，1975
と考えられる。ファイル密度の点で通常のコンピュー　　　5）桑原道義ビデオ方式医用画像用各種装置¢～研寒

タ用磁気テープと比較すると，CT像が160×160　　　　開発，医療技術研究開発財団報告書，　pp・13－46，

のマトリクXサイズの場合800bplテープで2400　　　　　医療技術研究開発財団，1977東京　　　・・、、・l

feetsの場合約500枚のファイルに対して，　RA型　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　．・、，

VTRのテーヅには，60　feetsで10，000頁のファイル

が可能となる。そして，像の検索時間が，＝ソピ、．一　　　　　　　　　　　　　　　　（52．9．22受棉）・

タテープでは，巻末にファイルされた像では3～10分　　　　　　　　　　　・　　　　　　　．　・＼．｝・

を要するのに対し，RA型では15秒で像を検索できる

】生能を有している。

　その他アメPtグメモリの附属した超音波装鷺，内視

鏡TV，顕微鏡TV等は直接ファイルの対象となる。

その他に，グラフ等の図表，文書・カルテ等は工夫に

より，検索用コードが統一されxばファイルが可能と　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー．　一．

なることが考えられる。

　RA型VTRは，今後の改良を行うことにより，病

院内の主コソピ＝一タのサブシステムとして，画像惰　　　　　　　　　　　．　　　　’　　　　一
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